














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































際日本文化研究センター 2008 年 3 月）、「徳川幕府の旗本の持参金養子に関する一考察-


























ある。例えば田原嗣郎著『徂徠学の世界』（東京大学出版会 1991 年 10 月）の「第五
章 治の組織論」（p.202-223）、田尻祐一郎著『荻生徂徠』（叢書日本の思想家 15 明徳








14 徂徠の格物論については、拙稿「青陵の自己と徂徠の「クルワ」」（『東洋学研究』50 号 
2013 年 3 月）の「1.徂徠の「格物」論」で、吉川幸次郎著『仁斎・徂徠・宣長』（岩波
書店 1975 年 6 月）、平石直昭氏「戦中・戦後徂徠論批判－初期丸山・吉川両学説の検
討を中心に－」（『社会科学研究』第 39 巻 1 号 1987 年 8 月）、源了圓編『江戸の儒学
－『大学』受容の歴史』（思文閣出版 1988 年 9 月）の前田勉氏「荻生徂徠－古文辞学
の認識論」（p.135-156）を参考にしてまとめている。 
15 『大学解』の引用は今中寛二・奈良本辰也編『荻生徂徠全集』第二巻（河出書房 








19 『徂徠先生答問書』の引用は『荻生徂徠全集』1（みすず書房 1973 年 7 月）を用い
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20 『論語徴』の引用は、関儀一郎編『日本名家四書註釈全書』論語部 5（東洋図書刊行会 





















24 拙稿「『前識談』の構造からみる海保青陵の思想」（『東洋学研究』47 号 2010 年 3
月）で考察しているので、詳しくはそちらを参照していただきたい。 
25 この青陵の「心」「気」については拙稿「海保青陵『洪範談』の「心」と「気」」（『東
洋学研究』57 号 2020 年 3 月）で既に詳細に検討している。 
26 『青陵遺編集』の引用は、谷村一太郎編『青陵遺編集』（國本出版 1935 年 7 月）を用
いた。この「観音」は青陵の自画賛であるが、青陵の自画賛については拙稿「青陵自







号 2007 年 1 月）で詳しく考察している。 
28 前述の青柳淳子氏「海保青陵における「民」と「智」―青陵思想の愚民観をめぐって
―」では青陵が「本然の性」を用いた朱子学的平等観をとらず、「差」を認める平等観
をとるとしている（p.5）。しかし本稿ではこれをとらない。 
